
 

☆開催日：2015 年 8 月 29 日(土) 

☆日 程：登録受付      13:30～13:50 

第 1 回ガバナー諮問委員会/ 

GMT･GLT･FWT 委員会 

  14:00～16:20 

☆場 所：宇部興産ビル ４F 会議室 

   宇部市相生町 8-1 ☎0836-22-0250 

 

ホストクラブ 宇部新川ライオンズクラブ 
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第 １ 回 ガバナー諮問／ＧＭＴ・ＧＬＴ・FWT委員会次第

オブザーバー　鷲見　國嗣

―　休　　憩　―
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出　欠

たけ　　した まさ　　お

竹　　下 雅　　雄

まえ　　むら たか　　のり

前　　村 隆　　規

お　　がた まさ　みち

緒　　方 正　　道

なか　しま しげる

中    島 繁

し　が みつ　のり

志  　賀 光　 法

さい　　とう ゆき　　お

齋　　藤 幸　　男

あさ　　だ やす　ひこ

浅　　田 保　彦

まえ　むら きみこ

前　　村 き み こ

むら　　ぐち たつ　　み

村　　口 達　　美

しま　　た まさ　　あき

島　　田 政　　明

はら　　だ よし　　まさ

原　　田 善　　正

わし　　み くに　　つぐ

鷲　　見 國　　嗣

第 １ 回 ガバナー諮問委員会出席者名簿

○

氏　　　名役　　　職　　　名

地 区 名 誉 顧 問

所 属 ク ラ ブ

地区役員・委員

○

６ Ｒ － １ Ｚ Ｚ Ｃ 兼 GMT 委 員

下 関 中 央 ○

地 区 名 誉 顧 問 会 議 長

宇 部 と き わ

６ Ｒ ― RC 兼 GLT 委 員

宇 部 新 川

萩

GLT コ ー デ ィ ネ ー タ ー

　オブザーバー

６ R 担 当 保 健 福 祉 環 境 保 全 委 員

　オブザーバー 宇 部 か た ば み

宇部ハーモーニー

６ R 担 当 YCE 委 員 山 陽

宇 部 新 川

FWT コ ー デ ィ ネ ー タ ー

○

宇 部

宇 部 新 川 ○

○

○

国 際 関 係 委 員 長

　オブザーバー

×

○

○

萩 ○

○宇 部 か た ば み

地 区 名 誉 顧 問
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た　　なか たか　　ほ

田　　中 隆　　穂

ひじ　　や たく　　おう

泥　　谷 卓　　央

ちか　　もと かつ　　ひこ

近　　本 勝　　彦

ふじ　　もと さだ　　かず

藤　　本 定　　一

しお　　た のぶ　　よし

塩　　田 信　　義

うた　　がわ なお　　き

歌　　川 直　　樹

  こ　 　だま よし　ひろ

児　　玉 吉　　弘

あさ　　み とし　　お

朝　　見 俊　　夫

ふじ　　せ ひで　　あき

藤　　瀬 秀　　明

なお かつ　　み

猶 克　　実

み た ら い のぶ　　ゆき

御 手 洗 信　　行

やま　　さき つとむ

山　　﨑 勉

つる　　たに こう　　じ

鶴　　谷 孝　　二

い　　とう みち　　お

伊　　藤 通　　夫

さい　　とう よし　　ひろ

斉　　藤 義　　廣

はま　　もと けん　　じ

濱　　本 健　　嗣

か　　とう れい　　こ

加　　藤 禮　　子

まえ　むら きみこ

前　　村 きみこ

たけ　うち と き こ

竹　　内 登紀子

　 GMT・GLT･FWT　　　委員長いけ　　だ まき　　こ

池　　田 槇　　子

ふじ　　もと かおる

藤　　本 薫

ふる　　かわ とし　　お

古　　川 敏　　夫

ふ　　じい しゅう　ぞう

藤　　井 秀　　造

まつ　　しげ のぶ　　お

松　　重 信　　雄

　 GMT・GLT･FWT

委員長

宇 部 か た ば み

第 １ 回 ガバナー諮問・ＧＭＴ／ＧＬＴ委員会　出席者名簿

３３６－Ｄ地区　　６Ｒ－１Ｚ　　クラブ役員

○会　　　　 長

宇 部 新 川

ク　ラ　ブ　名 役　　　職

幹　　　　 事

会　　　　 計

宇 部 サ ル ビ ア

氏　　　名

宇 部 と き わ

会　　　　 長

幹　　　　 事

会　　　　 計

　 GMT・GLT･FWT

委員長

会　　　　 長

宇 部 ハ ー モ ニ ー

会　　　　 長

幹　　　　 事

会　　　　 計

幹　　　　 事

会　　　　 計

　 GMT・GLT･FWT

委員長

会　　　　 長

幹　　　　 事

会　　　　 計

宇 部

会　　　　 長

幹　　　　 事

会　　　　 計

　 GMT・GLT･FWT

委員長

○

×

○

○

　 GMT・GLT･FWT

委員長

×

○

○

○

○

○

×

○

FWTコディネー

ターとして出席

○

　 GMT・GLT･FWT

委員長

○

×

○

○

○

○

○

○

○
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[ 会議席次表 ]

  

   

宇部ときわＬＣ 宇部ＬＣ

宇部ときわＬＣ 宇部ＬＣ

宇部サルビアＬＣ 宇部ＬＣ

宇部サルビアＬＣ 宇部かたばみＬＣ

宇部サルビアＬＣ 宇部かたばみＬＣ

宇部サルビアＬＣ 宇部かたばみＬＣ

宇部新川ＬＣ 宇部かたばみＬＣ
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宇部新川ＬＣ 宇部ハーモニーＬＣ

宇部新川ＬＣ 宇部かたばみＬＣ
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オブザー

バー
鷲見 國嗣

委員長濱本 健嗣

幹事 古川 敏夫 会長 加藤 禮子

会計 藤井 秀造 会計 竹内登紀子

会計 御手洗信行

会計 藤 本 薫 委員長山 崎 勉

会長 藤瀬 秀明伊藤 通夫

幹事 猶 克 実会計 斉 藤 義 廣

泥谷 卓央幹事

委員長藤本 定一会長 鶴谷 孝二

   

会長 田中 隆穂会長塩田 信義
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ガバナー・プロフィール 

 

 

ライオンズクラブ国際協会 

ＭＤ336-D 地区ガバナー   矢野
や の

 敏明
としあき

  

              （松江葵 LC所属） 

 

生年月日 1954年 7月 21日（６１歳） 

 

住 所 松江市上乃木４丁目 1-8 

T E L 0852-22－0007 

 

学 歴  法政大学工学部建築学科卒業 

家 族  矢野 順子（やの じゅんこ） 

職  歴  矢野建築設計事務所有限会社代表取締役 

公  職  社団法人 島根県建築士事務所協会会長 

      島根県建設工事紛争審査会会長 

 

ライオン歴 1990年    松江葵ライオンズクラブ入会 

      1998～1999年 キャビネット副幹事 

      2006～2007年 クラブ会長 

      2007～2008年 クラブ前会長 

      2010～2011年 クラブ情報指導力委員長 

      2011～2012年 ゾーンチェアパーソン 

      2012～2013年 1～3R ＧＭＴ委員長 

      2013～2014年 第二副地区ガバナー 
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We ServeWe ServeWe ServeWe Serve
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平成２７年８月３日  

ライオンズクラブ国際協会              

336-Ｄ地区 ＲＣ ＺＣ 各位 

                           ライオンズクラブ国際協会 336-Ｄ                     

      地 区 ガ バ ナ ー 矢野  敏明 

                           ＦＷＴコーディネーター 前村 きみこ 

 

平成２７年度ＦＷＴの取り組みのお願い 

 

拝啓  盛夏の候 各クラブにおかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素よりライオニズム高揚にご尽力され、キャビネット運営にもご協力賜り厚く御礼申し上げます。 

本年は日本から３４年ぶりに山田實紘国際会長が就任され、１９１７年ライオンズクラブが誕生して

２０１７年には１００周年を迎えます。 

いま国際協会は、家族会員で会員増を図り会員増による奉仕の質・量の充実を図っております。 

この後１００年間のライオンズクラブが存続するため、この度、新たにＦＷＴがスタート致しました。 

発祥地である日本が中心となり、日本ライオンズが一致団結し、ＦＷＴ活性化に取り組んで参ります。 

336-Ｄ地区のＦＷＴは、矢野ガバナーの基本方針の一つ目に掲げられた“国際会長の方針を尊重し

活動する”をもって、新しい組織として活動し、皆様方のお力をお借りしながら楽しい奉仕社会が出

来るようを展開して参りたいと思います。  

各クラブの温度差はありますが、今年度、ガバナーズアワードに組まれるということで、まず「家

族と女性会員の入会促進に努めよう」と、意識の盛り上がりを高めておられる地区もあります。これ

から、高齢化、過疎化が進んでいる中、奉仕活動をするには、女性の力・家族の力が必要です。各ク

ラブの皆様方には、家族及び女性会員増強を是非ともお願い申し上げます。 今後ともご指導の程宜

しくお願い申し上げます。 

敬 具  

 

* ７月２９日ＦＷＴ全日本研修会会議 

* １０月２１日全日本シンポジウム開催予定（名古屋にて）500 名 

* ガバナーのご指導の下、お盆過ぎにＷｅｂ会議を行います 

* 国際協会入会金 25 ドル+国際会費 43 ドルの半分＝46.5 ドルで入会可 

※以下資料添付 
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ライオンズクラブ国際協会 

 

 ガバナー協議会議長 各位 

  

 ｃｃ; 地区ガバナー 各位 

   ； 地区ガバナーチーム各位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  2015 年７月３０日 

 

ライオンズクラブ国際協会 

 

 ＦＷＴ第五会則地域 副リーダー 河合 悦子 

    エリアリーダー      大石 誠 

    エリアリーダー      松前 龍宗 

 

謹啓 
 

 ホノルル国際大会で感動的宣誓、山田實紘国際会長就任祝賀会が７月２８日お目出度く盛大に開

催されご同慶の至りです。引き続き昨日２９日にＦＷＴセミナーを開催致しました。山田国際会長

の記念スピーチを賜り、西川・佐藤・安井国際理事各位の激励ご挨拶も頂きまして、３５準地区よ

り１０６名のご参加でした。 

 

 協議会議長を始めガバナー各位のご指導ご協力ご支援のお蔭で、ＦＷＴ役員・委員共々大いなる

決意を確認し、４万人家族会員増強に「命の尊厳」奉仕力アップに燃えて、参加者全員が公認ガイ

ニングライオン資格も取得致しました。 

 

 １０月２１日に名古屋で「全日本女性シンポジューム」を開催致します。それまでの約３ヵ月間

は家族会員拡大増強に一点集中活動を行いＦＷＴとしてプラス４万人の増強を目指します。 

 

 山田国際会長を始め、国際役員・ＧＭＴ・ＧＬＴ・ＬＣＩＦ・100 周年記念委員会 

委員長やエリアリーダー、山田国際会長補佐官皆様のご支援を今まで以上に頂戴頂ける事に成りま

したが、ここで協議会議長を初めガバナー各位の絶大なるリーダーシップと、ご理解ご支援とを頂

きますれば成功間違い無しでございます。 

 

 「100 周年だけでなく、次の 100 年の 200 年ライオンズ」を考慮される第 99 代山田国際会

長を支える「日本ライオンズ会員 20 万人体制」構築に、何卒、貴地区のＲＣＺＣを始めキャビネ

ット構成員、そして各クラブ会長に国際会長と同じフラッブを掲げて家族会員大増員活動へのご指

導を節に願う次第です。 

 

 ＦＷＴコーディネーター（ＭＤ・地区）も全力で取り組みを始めています。残念ながら地区ＦＷ

Ｔ委員の不在準地区が認められます、組織構築宜しく願います。クラブ単位に於きましてもＦＷＴ

担当委員の任命をクラブ会長にご指導願います。 

 

 各クラブ内で 10 月 21 日迄に現会員の中で、5 人家族会員（Ａクラス＝4 名の家族会員登録者）

を 1 割、3 人家族会員（B クラス＝2 名以上の家族会員登録者）を 1 割、2 人家族会員（C クラ

ス＝1 名家族会員登録者）を 2 割の達成願います。 

 

ゾーンでもＡ1 割 B1 割 C２割、リジョンでもＡ1 割 B1 割 C２割、地区もＡ1 割 B1 割 C２割、

複合地区Ａ1 割 B1 割 C２割の達成を願います。この達成でガバナー皆様やクラブ会長も、会員各

位合計 4 万人が 100 周年アワードを受けます。 

 

FWT・GMT・GLT・100 周年委員会スタッフが一体となり、ガバナー・RCZC・クラブ会長

と連帯し、10 月 21 日を迎えたく存じます。どうぞ FWT ご支援重ねてお願い申し上げます（FWT

資料添付）。 

各位のご健勝とご活躍祈念申し上げます。                謹白 
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ＦＷＴ 会員増強 家族会員 

地区ガバナー「ライオンズの尊厳アワード」達成を第一回（前半期）でクリアーしましょう 

◎ 第一回受賞対象期間 2015.07～2015.11 

◎ 既存クラブの過去５ヵ年平均を上回る会員純増と一つ以上の新クラブ結成 

◎ FWT 全面協力で地域の奉仕力アップの為にも、会員増強に先ず全力投入しましょう 

 

家族会員増強推進 

(ア) 2015.７～１０月２１日  純増４万名を最優先活動とする（10.21 シンポジュームで報告） 

◎ クラブ会長・クラブ役員と 3 ヵ月間 徹底家族会員増員活動に連携活動しましょう 

 

(イ) 100 周年 増員・増設アワード 世帯主会員 40％受賞達成活動（2015～2016 で達成） 

◎ Ａ・Ｂ・Ｃ表で 4 万人の 100 周年受賞を 推進しましょう 

 

(ウ) 100 周年 3156 全クラブ アワード受賞（2015～2016 で①ランク達成） 

◎ 山田国際会長誕生年度です 100 周年アワード全クラブ達成を推進しましょう  

◎  

家族会員増強の目標設定 

◎ 100 周年記念増強アワード達成をクラブ世帯主会員別にチェック 

      ◎  2015.07.01 期首会員数を基に、会員増強クラス別ＡＢＣ計画で推進 

 

☆ Ａクラス（5 人会員） 

※ 1.2.3.4.5 人 家族会員増強 世帯主会員 1 万名がプラス４名の家族会員登録  

世帯主会員１０名に１名（1 割）はＡグループノミネートし達成 10/21 迄に登録 

 

☆ B クラス（3 人会員）  

※ 1.2.3 人   家族会員増強 世帯主会員１万名がプラス２名の家族会員登録  

   世帯主会員１０名に１名（1 割）はＢグループノミネートし達成 10/21 迄に登録 

 

☆ Ｃクラス（2 人会員）  

※ 1.2 人    家族会員増強 世帯主会員２万名がプラス１名の家族会員登録  

   世帯主会員１０名に２名（2 割）はＣグループノミネートし達成 10/21 迄に登録 

 

◎10 月 21 日迄は ＦＷＴは家族会員増強を徹底  

 ガバナーチーム・GMT・GLT・RC・ZC と連帯して家族会員増強に集中しましょう！  

 全てはここから始まるでしょう！ 

  

  A クラス 

    クラブでも 1 割達成・ゾーンも 1 割達成・リジョンも 1 割達成・地区も 1 割達成・複合も 1 割達成 

B クラス 

クラブでも 1 割達成・ゾーンも 1 割達成・リジョンも 1 割達成・地区も 1 割達成・複合も 1 割達成 

C クラス 

     クラブでも 2 割達成・ゾーンも 2 割達成・リジョンも 2 割達成・地区も 2 割達成・複合も 2 割達成 

 

   各レベルで目標管理を互いに行い、山田国際会長より 4 万人がアワード受賞しましよう 

 

家族会員 推進者 100 周年アワードチェック 

※ 世帯主会員 40％の賛同会員 方針徹底 クラブ・ゾーン・リジョン・地区・複合評価 

※ クラブ評価   （クラブＦＷＴ委員長担当） 

※ ＺＣ評価    （地区ＦＷＴ委員  担当） 

※ ガバナー地区評価（地区ＦＷＴコ－ディネーター担当） 

※ 複合地区評価  （複合ＦＷＴコ－ディネーター担当）  

 

会員キー賞 

※ 伝統をたたえる（努力への報酬） 会員を一人一人確認してあげましょう 

※ ライオンがスポンサーした新会員数で１７種類のキー賞が用意されています 

 

１００周年増強シルバー賞獲得を単年度で確定（ゴールド・ダイヤモンド賞はシルバー確定後） 
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2015 年 8 月 7 日 

ライオンズクラブ国際協会 336-D 地区 6R-1Z  

ライオンズクラブ  会 長 各位 

   GMT･GLT･FWT 委員長 各位 

ライオンズクラブ国際協会 336-D 地区 

RC/GLT 委員      中島  繁  

ZC/GMT 委員      志賀 光法 

FWT コーディネーター 前村 きみこ 

 

FWT の取り組みのお願い 

拝啓 時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、34 年ぶり日本人 2 人目となる第 99 代国際会長、山田實紘国際会長就任祝賀会が 7

月 28 日に名古屋において盛大に開催されました。そして翌日の 29 日には FWT セミナーが

開催され、その席において、今年 10 月 21 日に名古屋で『全日本女性シンポジューム』が

開催されるまでの約 3か月間は家族会員拡大増強に一点集中活動を行いFWTとしてプラス

4 万人の増強を目指すことが決定されました。 

これまで１Ｚの各クラブにおかれましては家族会員について検討を重ねてこられたこと

と思いますが、家族会員については日本が発祥でもあり、また、１００周年だけでなく、次

の１００年、２００年を考慮される山田国際会長を支える『日本ライオンズ会員２０万人体

制』構築には家族会員拡大増強が絶対に必要なものとなります。まず、クラブメンバーは家

族会員 1 人増を目指して頂きますようお願いします。どうか深いご理解とご協力をお願い致

します。 

つきましてはガバナー、ＲＣ、ＺＣ宛等の文章も添付いたします。ご対応の程よろしくお願

い致します。また、第１回ガバナー諮問委員会、GMT･GLT･FWT の諮問事項に添付しまし

た、会員増強計画に具体的なFWTの増強の数字についても記載していただければ幸いです。 

 

なお、家族会員 100 周年増強のアワードの内容につきましては 10 月 21 日までに現会員

の中で、5 人家族会員（A クラス＝４名の家族会員登録者）を１割、３人家族会員（B クラ

ス＝２人以上の家族会員登録者）を１割、２人家族会員（C クラス＝１名家族会員登録者）

を２割というもので１Ｚの各クラブにおかれましてはかなり高いハードルだとは思います

がアワード受賞目指してご対応お願いいたします。 

 

敬具 
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ライオンズクラブ国際協会 336-D 地区６R-1Z 

2015～2016 年間活動計画・方針 

6R－1Z ZC 志賀光法 

(宇部新川 LC) 

 

Ⅰ.年間活動計画 

 

月 日 曜日 行    事 場  所 

7 

13 月 宇部かたばみ LC 例会訪問 宇部市 

15 水 宇部サルビア LC,宇部ハーモニーLC、宇部新川 LC 

例会訪問 

宇部市 

21 火 宇部ときわ LC 例会訪問 宇部市 

23 木 宇部 LC 例会訪問 宇部市 

25 土 第１回キャビネット会議 松江市 

下旬予定 ICT 研修会（対象者：1Z メンバー･事務局希望者 宇部市 

8 

23 日 6R-1Z ZC 杯チャリティーゴルフ大会 山口市 

29 土 

第 1 回 1Z ガバナー諮問委員会/GMT･GLT･FWT 委

員会、ガバナー公式訪問、6LC 合同例会＆懇親会 

第１回リジョン会議 

宇部市/ANA クラウンプラ

ザホテル 

10 
8 木 世界ライオンズデー 早朝奉仕活動 宇部市 

24 土 小野田 LC 認証５５周年記念式典 山陽小野田市 

11 21 土 第２回キャビネット会議 萩市 

12 

20 日 第２回 1Z ガバナー諮問委員会/GMT･GLT･FWT 委

員会 

宇部市/国際ホテル宇部 

下旬予定 第２回リジョン会議 未定 

2 13 土 第３回キャビネット会議 平生町 

3 

13 日 第３回 1Z ガバナー諮問委員会/GMT･GLT･FWT 委

員会 

宇部市/国際ホテル宇部 

中旬予定 第３回リジョン会議 未定 

4 

2 土 第４回キャビネット会議 松江市 

16 土 第６２回地区代議員会 松江市 

17 日 第６２回地区年次大会 松江市 

5 
14 土 第６２回複合地区代議員会 松江市 

15 日 第６２回複合地区年次大会 松江市 

6 4 土 第 4 回 1Z ガバナー諮問委員会/GMT･GLT･FWT 委

員会、第 4 回リジョン会議（新旧合同） 

宇部市/国際ホテル宇部 

 

Ⅱ.活動方針 

 

 ・会員増強 

  ゾーン内の全クラブは会員増員計画を策定し、各クラブ会長は先頭に立って会員増強に取り組 

んでいただきゾーン内全体で 5%アップに取り組む。また、前村 FWT コーディネーター、清

23



水FWT副委員長がゾーン内ということもあり家族会員については今一度全クラブに検討して

いただく。 

 ・世界ライオンズデー 

   ①例年同様に第 1 回の会長幹事会において 6 クラブが担当箇所を決定し、10 月 8 日の世界 

ライオンズデーの早朝に奉仕活動を実施します。 

   ②2009 年に設置した新川駅前の花壇については現在ハーモニーライオンズクラブが 3 カ所

の花壇を管理をしていただいていますが。今年は 10 月 17 日（土）～19 日（月）の 3 日

間、ねんりんピックが開催され宇部市ではソフトテニス競技が行われ競技関係者だけで

830 人の来場者がありますので、宇部市の玄関の一つである宇部新川駅の花壇の管理のあ

り方、等、敷地管理者とも協議し検討します。 

 

 ・献眼・献血活動 

  1Z、6 クラブ全クラブが献眼・献血活動を実施する。 

 

 ・情報発信と情報共有について 

  2009 年に設置した 6R-1Z のホームページのリニューアルと 6R-1Z のフェイスブックぺ 

ージを開設します。また、E クラブハウスを紹介するなどの ICT 講習会を開催して６クラブ 

全クラブのホームページの開設を目指し情報発信を積極的に行います。 

また、情報共有として 6R-1Z のホームページ内にメンバー専用ページを設置し会議報 

告等の資料提供し情報の共有化を図ります。そして、SNS 等のツールを積極的に活用し 

で情報伝達・情報発信を行います。 

☆6R-1Z ホームページ http://336d6r1z.city-ube.jp/ 

  メンバー専用ページ ID：336d6r1z、6r1z 、6lc のいずれか パスワード：lc336d 

☆6R-1Z フェイスブックページ https://www.facebook.com/lc336d6r1z 
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  ガバナー諮問委員会

ＧＭＴ･ＧＬＴ･FWT委員会

諮　　問　　事　　項
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2015201520152015～～～～2016201620162016 年度年度年度年度    

ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会 336336336336----DDDD 地区６地区６地区６地区６RRRR----1Z1Z1Z1Z    

第第第第 1111 回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会    諮問事項諮問事項諮問事項諮問事項    

 

                          宇部  ライオンズクラブ 

                       会 長  田中 隆穂      

 

１．矢野地区ガバナーの本年度のスローガンは 

“ 感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ ”でありますが、貴クラブの本年度 

のスローガンと会長方針をお聞かせ下さい。 

会長テーマ ： 心をつないで ウィ・サーブ 

会長方針  ： 会員としての誇りと和を大切にし、奉仕活動を行います。 

 

 

 

 

２．クラブの活性化を計る為には、例会の出席率の向上が大事だと考えられていますが、 

貴クラブにおいて例会出席率の向上の具体的な取り組み等があればお聞かせ下さい。 

楽しさと真剣さの調和したメリハリのある例会を行い、出席率の向上を目指します。 

例会における会員の発言、挨拶等の機会を増やし、例会に参加している実感を持って 

貰うようにします。 

外部卓話を行い、知識や見聞を広める機会を多く作ります。 

 

３．矢野地区ガバナーのスローガ【感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ】ンをモットーに、

各クラブの地域の皆様が望む奉仕活動の強化を目指して工夫努力し、会員（女性会員、家族会

員他】共に全員参加を目標に参加満足度の高い充実したアクティビティ―を行う事で地域の皆

様とクラブ会員とが“感動”を少しでも共有出来る取組みをしていただきたいが以下Ａ.Ｂ.Ｃ.

のいずれの対応をされるか（〇印をお付け下さい・複数選択も可）また、具体的な決まった奉

仕活動、アクティビティーがあれば詳しくお聞かせ下さい。 

 

Ａ．昨年度(2014～2015 年度)、Ｄ地区単一クラブで作成されました【クラブ強化への青写 

真】を採用。 

Ｂ．まったく新たなる地域の皆様が望む不押し活動。 

Ｃ．現在クラブでの年間奉仕活動の中から選択し、さらなる強化作戦 

 

世界スカウトジャンボリー会場での移動例会の開催。 

（日本国内及び他国からのメークアップ） 

世界スカウトジャンボリーの宇部市ときわ公園におけるプログラムへの人的支援 

 

４．貴クラブにおける、奉仕活動、アクティビティーにおいて会員家族の参加状況について 

お聞かせ下さい。（具体的な奉仕活動・アクティビティー名とその理由） 

献眼、献血、宇部市民教養講座、先日の世界スカウトジャンボリーでのときわ公園 

プラグラム等、何れも会員家族２～３名参加している。 
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５．貴クラブにおいて本年度、献眼・献血活動の取り組みについてお聞かせ下さい。 

献眼活動・・・ 宇部まつり会場において献眼登録啓蒙を行い、毎年９０名以上の 

        登録を行っている。 

献血活動・・・ 年２回を予定している 

 

 

６．貴クラブの本年度、青少年健全育成事業、ライオンズクエスト、薬物乱用防止について 

の活動をお聞かせ下さい。 

青少年健全育成事業：平和ポスター参加 

ライオンズクエスト：特に行っていない 

薬物乱用防止   ：「ダメ。ゼッタイ。」運動への募金を行っている。 

 

 

７．貴クラブにおいて本年度ＹＣＥの取組みについてお聞かせ下さい。 

特に本年度は計画していない。 

 

 

 

８．地区でのＬＣＩＦへの寄付金の推進として、会員１名当り２０ドルと１０月８日の世界 

ライオンズデーにあわせて、１クラブ１００ドルの献金と慶事等にあわせてＭＪＦ献金 

をお願いしていますが、貴クラブのＬＣＩＦ・ＭＪＦの本年度の目標についてお聞かせ 

下さい。 

ＬＣＩＦ ： ＄２０×４８名＝＄９６０ 

ＭＪＦ  ： ２名を予定しております。 

世界ライオンズデーにあわせ、１クラブ＄１００の献金は現在検討中 

 

 

９．貴クラブの本年度世界ライオンズ奉仕デー１０月８日の事業や奉仕活動についてお聞か 

せ下さい。 

在宇６クラブ合同で宇部市街・中心地の清掃奉仕を行う。 

 

 

 

１０．貴クラブのホームページ、ＳＮＳ等で情報発信の状況と今後の対応についてお聞かせ 

下さい。 

宇部ライオンズクラブのホームページで殆ど全ての情報を発信している。ホームページの 

更新も各例会後に、また奉仕活動後にも行い、常に最新情報を掲載している。 

 

１１．貴クラブでの懸案の事項があればお聞かせ下さい。 

新入会員の獲得。 
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２０１５～２０１６年度 

第１回第１回第１回第１回    GMTGMTGMTGMT・・・・GLTGLTGLTGLT････FWTFWTFWTFWT 委員会委員会委員会委員会    

諮 問 事 項 

ク ラ ブ 名    宇部ライオンズクラブ  

GMT・GLT・FWT 委員長名         藤本 定一         

矢野ガバナー基本方針では、堅固なクラブ運営を目指し６つの基本方針を示されました。 

その中で、会員増強、特にクラブ活性化の為、若年層・女性会員の獲得への努力として、下記

の３項目について具体的な方針を示せれました。 

①各クラブが会員増を目指す 

1 人目の正会員を、各リジョン・ゾーンで目標を５％UP として下さい。地域によってはそ

の維持に苦労されているクラブも多く、1 名の増もなかなか難しいと言われています。まさ

にその通りで、ライオンズの灯を消さない努力は大変なものであると感じます。ぜひ、リジ

ョン・ゾーンで助け合って目標を達成してください。 

②クラブ支部を作ってください。 

会費が負担であるとか、なかなか月２回の例会に出られないなど様々な理由で、奉仕は必要

であると認識しながら退会される、あるいは入会をためらう人がいることも事実です。その

為に your club  your way の冊子もあると考えます。多くの人が奉仕活動に参加していた

だける為に、ハードルが低いクラブ(支部)も必要であると考えます。今まで続いてきた、親

クラブの奉仕に参加していただいても良いのです。 

③家族会員は正会員としてカウントされます。 

FWT コーディネーターの指導のもと、ぜひ奉仕活動に参加して下さい。と強く要望 

されています。上記ガバナー方針に基づき下記についてお聞かせ下さい 

 

１．今年度 1 人目の正会員の純増 5%に向けた目標計画四半期毎（別紙記入） 

と具体的な会員増強策についてお聞かせ下さい｡ 

     「ライオンズクラブとは何か(意義･目的)」、「他の奉仕団との違いは何か(差別化)」を明確にする 

        説明することが会員獲得において最も重要と考えています。また、会員の“質”もクラブのス 

        テータスを維持するうえで考慮すべきで、ライオンズクラブ会則第３条第１項の資格に値する  

        人物を招聘すべく活動しています                             

２．期首の会員数、構成、又家族会員の取り組み状況と今後の対応についてもお聞かせ下さい。 

会員総数   48  人 

女性会員数   1  人  家族会員数      人   ３９才以下会員数     人  

      家族会員の取り組み状況と今後の対応                                         

        国際会長・地区ガバナーの意向にできるだけ添うようにと考えています。すでに会員に周知  

        徹底し、希望者があれば遅滞なく会員委員会に諮り、必要な手続きをとるべく準備しています。 

３．会員維持の為のドロップをなくす取り組みがありましたら、お聞かせ下さい｡ 

        昨年度、地域奉仕を主な目的に入会した５年目会員が退会しました。“名士の交流会的な催し” 

        が多い割りに直積的な奉仕活動が少ないと感じられて事が原因の一つと聴いています。    

        LC の意義・目的を入会時に誤解の無いよう説明し、充分に理解してもらうことが必要であった 

        と考えています。入会時のオリエンテーションの充実が必要です。              
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2015201520152015～～～～2016201620162016 年度年度年度年度    

ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会 336336336336----DDDD 地区６地区６地区６地区６RRRR----1Z1Z1Z1Z    

第第第第 1111 回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会    諮問事項諮問事項諮問事項諮問事項    

 

                        宇部ときわ ライオンズクラブ 

                       会 長  塩田 信義      

 

１．矢野地区ガバナーの本年度のスローガンは 

“ 感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ ”でありますが、貴クラブの本年度 

のスローガンと会長方針をお聞かせ下さい。 

・例会出席率 100%を目指す 

・会員のアクティビティーへの積極的な参加 

・正会員の純増 5% 

 

 

 

２．クラブの活性化を計る為には、例会の出席率の向上が大事だと考えられていますが、 

貴クラブにおいて例会出席率の向上の具体的な取り組み等があればお聞かせ下さい。 

・引き続き面白、楽しい例会を工夫する。 

 

 

 

 

３．矢野地区ガバナーのスローガ【感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ】ンをモットーに、

各クラブの地域の皆様が望む奉仕活動の強化を目指して工夫努力し、会員（女性会員、家族会

員他】共に全員参加を目標に参加満足度の高い充実したアクティビティ―を行う事で地域の皆

様とクラブ会員とが“感動”を少しでも共有出来る取組みをしていただきたいが以下Ａ.Ｂ.Ｃ.

のいずれの対応をされるか（〇印をお付け下さい・複数選択も可）また、具体的な決まった奉

仕活動、アクティビティーがあれば詳しくお聞かせ下さい。 

 

Ａ．昨年度(2014～2015 年度)、Ｄ地区単一クラブで作成されました【クラブ強化への青写 

真】を採用。 

Ｂ．まったく新たなる地域の皆様が望む不押し活動。 

Ｃ．現在クラブでの年間奉仕活動の中から選択し、さらなる強化作戦 

 

 

 

 

 

４．貴クラブにおける、奉仕活動、アクティビティーにおいて会員家族の参加状況について 

お聞かせ下さい。（具体的な奉仕活動・アクティビティー名とその理由） 

現状においては、会員のみの活動であるが、今後は、会員家族の参加を求める。 
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５．貴クラブにおいて本年度、献眼・献血活動の取り組みについてお聞かせ下さい。 

・献眼 従来通り年 1回実施する。 

・献血 従来通り年 3回実施する。 

 

 

 

６．貴クラブの本年度、青少年健全育成事業、ライオンズクエスト、薬物乱用防止について 

の活動をお聞かせ下さい。 

・青少年健全育成事業 宇部ときわライオンズ杯ミニバスケットボール大会の実施 

・薬物乱用防止 ダメゼッタイキャンペーン 団扇の寄贈 

 

 

 

７．貴クラブにおいて本年度ＹＣＥの取組みについてお聞かせ下さい。 

・国際平和ポスターコンテスト 市内 2中学校に依頼 

 

 

 

８．地区でのＬＣＩＦへの寄付金の推進として、会員１名当り２０ドルと１０月８日の世界 

ライオンズデーにあわせて、１クラブ１００ドルの献金と慶事等にあわせてＭＪＦ献金 

をお願いしていますが、貴クラブのＬＣＩＦ・ＭＪＦの本年度の目標についてお聞かせ 

下さい。 

・従来通り実施 

 

 

 

 

９．貴クラブの本年度世界ライオンズ奉仕デー１０月８日の事業や奉仕活動についてお聞か 

せ下さい。 

・従来通り、参加 

 

 

 

１０．貴クラブのホームページ、ＳＮＳ等で情報発信の状況と今後の対応についてお聞かせ 

下さい。 

・HP の担当グループを設け、随時情報発信できるように工夫する。  

  

１１．貴クラブでの懸案の事項があればお聞かせ下さい。 

  特にございません。 
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２０１５～２０１６年度 

第１回第１回第１回第１回    GMTGMTGMTGMT・・・・GLTGLTGLTGLT・・・・FWTFWTFWTFWT 委員会委員会委員会委員会    

諮 問 事 項 

ク ラ ブ 名   宇部ときわライオンズクラブ 

GMT・GLT・FWT 委員長名       朝見 俊夫           

矢野ガバナー基本方針では、堅固なクラブ運営を目指し６つの基本方針を示されました。 

その中で、会員増強、特にクラブ活性化の為、若年層・女性会員の獲得への努力として、下記

の３項目について具体的な方針を示せれました。 

①各クラブが会員増を目指す 

1 人目の正会員を、各リジョン・ゾーンで目標を５％UP として下さい。地域によってはそ

の維持に苦労されているクラブも多く、1 名の増もなかなか難しいと言われています。まさ

にその通りで、ライオンズの灯を消さない努力は大変なものであると感じます。ぜひ、リジ

ョン・ゾーンで助け合って目標を達成してください。 

②クラブ支部を作ってください。 

会費が負担であるとか、なかなか月２回の例会に出られないなど様々な理由で、奉仕は必要

であると認識しながら退会される、あるいは入会をためらう人がいることも事実です。その

為に your club  your way の冊子もあると考えます。多くの人が奉仕活動に参加していた

だける為に、ハードルが低いクラブ(支部)も必要であると考えます。今まで続いてきた、親

クラブの奉仕に参加していただいても良いのです。 

③家族会員は正会員としてカウントされます。 

FWT コーディネーターの指導のもと、ぜひ奉仕活動に参加して下さい。と強く要望 

されています。上記ガバナー方針に基づき下記についてお聞かせ下さい 

 

１．今年度 1 人目の正会員の純増 5%に向けた目標計画四半期毎（別紙記入） 

と具体的な会員増強策についてお聞かせ下さい｡ 

    

・クラブ内を 2 班に分け、それぞれの代表者を決め勧誘状況を報告してもらう。               

        

２．期首の会員数、構成、又家族会員の取り組み状況と今後の対応についてもお聞かせ下さい。 

会員総数    18   人 

女性会員数   2   人  家族会員数   1   人   ３９才以下会員数   0  人  

      家族会員の取り組み状況と今後の対応                                          

          クラブとしての方向性が見出せない                                        

                                                                                 

３．会員維持の為のドロップをなくす取り組みがありましたら、お聞かせ下さい｡ 

      

・参加したくなる、面白、楽しい例会となるように工夫する。 
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2015201520152015～～～～2016201620162016 年度年度年度年度    

ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会 336336336336----DDDD 地区６地区６地区６地区６RRRR----1Z1Z1Z1Z    

第第第第 1111 回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会    諮問事項諮問事項諮問事項諮問事項    

 

                       宇部かたばみ ライオンズクラブ 

                       会 長  藤瀬 秀明      

 

１．矢野地区ガバナーの本年度のスローガンは 

“ 感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ ”でありますが、貴クラブの本年度 

のスローガンと会長方針をお聞かせ下さい。 

会長スローガンは「 今が青春 今日も元気だ We Serve 」 

私どものクラブは高齢者の波が押し寄せ平均年齢もかなり高く病気がちな方も多く 

なっております。元気でなければライオンズ活動もできず優待会員あるいは退会と 

なり会員減少を招きます。とにかく若さを保ち元気に活動をしていだきたい気持ち 

と歳を重ねただけでは人は老いないことを感じていただき活動していきたい。 

 

２．クラブの活性化を計る為には、例会の出席率の向上が大事だと考えられていますが、 

貴クラブにおいて例会出席率の向上の具体的な取り組み等があればお聞かせ下さい。 

とにかく楽しい例会を心がけて毎回盛り上げるようにしています。 

全員参加型の例会（クイズ・ゲーム他）を目指しテールツイスターと相談しながら 

行います。 

 

 

３．矢野地区ガバナーのスローガ【感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ】ンをモットーに、

各クラブの地域の皆様が望む奉仕活動の強化を目指して工夫努力し、会員（女性会員、家族会

員他】共に全員参加を目標に参加満足度の高い充実したアクティビティ―を行う事で地域の皆

様とクラブ会員とが“感動”を少しでも共有出来る取組みをしていただきたいが以下Ａ.Ｂ.Ｃ.

のいずれの対応をされるか（〇印をお付け下さい・複数選択も可）また、具体的な決まった奉

仕活動、アクティビティーがあれば詳しくお聞かせ下さい。 

 

Ａ．昨年度(2014～2015 年度)、Ｄ地区単一クラブで作成されました【クラブ強化への青写 

真】を採用。 

Ｂ．まったく新たなる地域の皆様が望む奉仕活動。 

Ｃ．現在クラブでの年間奉仕活動の中から選択し、さらなる強化作戦 

山大入院中の重症患者児童へクリスマスプレゼントを企画しています。 

 

 

 

 

４．貴クラブにおける、奉仕活動、アクティビティーにおいて会員家族の参加状況について 

お聞かせ下さい。（具体的な奉仕活動・アクティビティー名とその理由） 

献血活動 家族および従業員の参加を促しています。 
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５．貴クラブにおいて本年度、献眼・献血活動の取り組みについてお聞かせ下さい。 

献血は従来どおり実施いたします。 

献眼は１１月の宇部祭りにて実施予定 

 

 

 

６．貴クラブの本年度、青少年健全育成事業、ライオンズクエスト、薬物乱用防止について 

の活動をお聞かせ下さい。 

ダメゼッタイ運動支援のため宇部健康福祉センターへ５万円の支援金提供 

（昨年まではキズバンソウコウ購入費用として活用いただいています） 

 

 

 

７．貴クラブにおいて本年度ＹＣＥの取組みについてお聞かせ下さい。 

今年度予定なし 

 

 

 

８．地区でのＬＣＩＦへの寄付金の推進として、会員１名当り２０ドルと１０月８日の世界 

ライオンズデーにあわせて、１クラブ１００ドルの献金と慶事等にあわせてＭＪＦ献金 

をお願いしていますが、貴クラブのＬＣＩＦ・ＭＪＦの本年度の目標についてお聞かせ 

下さい。 

ＬＣＩＦは例年通り実施します。 

ＭＪＦは三役全員が実施予定。全会員に案内し、できるだけ多くの方に参加を促します。 

 

 

 

９．貴クラブの本年度世界ライオンズ奉仕デー１０月８日の事業や奉仕活動についてお聞か 

せ下さい。 

６リジョン１ゾーンの６クラブにて役割分担の上早朝清掃活動をいたします。 

 

 

 

１０．貴クラブのホームページ、ＳＮＳ等で情報発信の状況と今後の対応についてお聞かせ 

下さい。 

より充実したホームページを新規開設予定。解説目標時期は１１月  

  

１１．貴クラブでの懸案の事項があればお聞かせ下さい。 

高齢者と若手の交流が少ない。 

 

 

 

 

36



２０１５～２０１６年度 

第１回第１回第１回第１回    GMTGMTGMTGMT・・・・GLTGLTGLTGLT・・・・FWTFWTFWTFWT 委員会委員会委員会委員会    

諮 問 事 項 

ク ラ ブ 名  宇部かたばみライオンズクラブ 

GMT・GLT・FWT 委員長名                 山﨑 勉 

矢野ガバナー基本方針では、堅固なクラブ運営を目指し６つの基本方針を示されました。 

その中で、会員増強、特にクラブ活性化の為、若年層・女性会員の獲得への努力として、下記

の３項目について具体的な方針を示せれました。 

①各クラブが会員増を目指す 

1 人目の正会員を、各リジョン・ゾーンで目標を５％UP として下さい。地域によってはそ

の維持に苦労されているクラブも多く、1 名の増もなかなか難しいと言われています。まさ

にその通りで、ライオンズの灯を消さない努力は大変なものであると感じます。ぜひ、リジ

ョン・ゾーンで助け合って目標を達成してください。 

②クラブ支部を作ってください。 

会費が負担であるとか、なかなか月２回の例会に出られないなど様々な理由で、奉仕は必要

であると認識しながら退会される、あるいは入会をためらう人がいることも事実です。その

為に your club  your way の冊子もあると考えます。多くの人が奉仕活動に参加していた

だける為に、ハードルが低いクラブ(支部)も必要であると考えます。今まで続いてきた、親

クラブの奉仕に参加していただいても良いのです。 

③家族会員は正会員としてカウントされます。 

FWT コーディネーターの指導のもと、ぜひ奉仕活動に参加して下さい。と強く要望 

されています。上記ガバナー方針に基づき下記についてお聞かせ下さい 

 

１．今年度 1 人目の正会員の純増 5%に向けた目標計画四半期毎（別紙記入） 

と具体的な会員増強策についてお聞かせ下さい｡ 

                                                                              

      会員の方が卒会された会の方への呼びかけをしている。                        

                                                                                

                                                                                

２．期首の会員数、構成、又家族会員の取り組み状況と今後の対応についてもお聞かせ下さい。 

会員総数     ４１人 

女性会員数    ０ 人  家族会員数    ０ 人   ３９才以下会員数   １ 人  

      家族会員の取り組み状況と今後の対応                                        

       ＣＮ家族例会に後継者の方にも参加して頂いて同テーブルで話をして頂いたりし 

       ている。                                                                 

３．会員維持の為のドロップをなくす取り組みがありましたら、お聞かせ下さい｡ 

                                                                                

       当クラブはドロップが少ないとおもいますが、年齢的に正会員はと言われるかた 

       は、優待会員になってもらっています。                                     
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2015201520152015～～～～2016201620162016 年度年度年度年度    

ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会 336336336336----DDDD 地区６地区６地区６地区６RRRR----1Z1Z1Z1Z    

第第第第 1111 回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会    諮問事項諮問事項諮問事項諮問事項    

 

                        宇部サルビアライオンズクラブ 

                       会 長  鶴谷 孝二      

 

１．矢野地区ガバナーの本年度のスローガンは 

“ 感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ ”でありますが、貴クラブの本年度 

のスローガンと会長方針をお聞かせ下さい。 

「育ててくれた 感謝の気持ちで ウィ・サーブ」 

人は皆、成長した時に喜びを感ずるものと思います。 

育つことは自分ひとりでは出来ず、人に助けられ、自然に助けられている想いを 

感謝したいと表現しました。 

 

 

２．クラブの活性化を計る為には、例会の出席率の向上が大事だと考えられていますが、 

貴クラブにおいて例会出席率の向上の具体的な取り組み等があればお聞かせ下さい。 

１）例会を楽しくするため、第２例会で 「川柳の会」の発表を行い、親睦を図る 

２）焼酎の会 

 

 

 

３．矢野地区ガバナーのスローガ【感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ】ンをモットーに、

各クラブの地域の皆様が望む奉仕活動の強化を目指して工夫努力し、会員（女性会員、家族会

員他】共に全員参加を目標に参加満足度の高い充実したアクティビティ―を行う事で地域の皆

様とクラブ会員とが“感動”を少しでも共有出来る取組みをしていただきたいが以下Ａ.Ｂ.Ｃ.

のいずれの対応をされるか（〇印をお付け下さい・複数選択も可）また、具体的な決まった奉

仕活動、アクティビティーがあれば詳しくお聞かせ下さい。 

 

Ａ．昨年度(2014～2015 年度)、Ｄ地区単一クラブで作成されました【クラブ強化への青写 

真】を採用。 

Ｂ．まったく新たなる地域の皆様が望む不押し活動。 

Ｃ．現在クラブでの年間奉仕活動の中から選択し、さらなる強化作戦 

 

一昨年から始まった、児童養護施設「小野田陽光園」の子供達とのバス旅行 

園の希望を聞いて計画します。昨年はスペースワールド、今年度は徳佐リンゴ狩りを 

計画しています。 

 

４．貴クラブにおける、奉仕活動、アクティビティーにおいて会員家族の参加状況について 

お聞かせ下さい。（具体的な奉仕活動・アクティビティー名とその理由） 

当クラブは１０周年記念事業で始まった「はぁ～と of ふれんず」障害者の祭典にて 

カレーライス作り、販売をしています。 

会員の夫人の半数以上が参加しています。 
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５．貴クラブにおいて本年度、献眼・献血活動の取り組みについてお聞かせ下さい。 

献眼活動は、例会で新規名簿を募る程度です。 

献血活動は年３回行っています。 

本年度は第１回目を８月５日(水)に行い、受付８０人、４００ml献血６８人でした。 

 

 

６．貴クラブの本年度、青少年健全育成事業、ライオンズクエスト、薬物乱用防止について 

の活動をお聞かせ下さい。 

青少年健全育成事業で、国際平和ポスターに参加しています。 

 

 

 

 

７．貴クラブにおいて本年度ＹＣＥの取組みについてお聞かせ下さい。 

２年前に１名派遣しましたが、今年はありません。 

 

 

 

８．地区でのＬＣＩＦへの寄付金の推進として、会員１名当り２０ドルと１０月８日の世界 

ライオンズデーにあわせて、１クラブ１００ドルの献金と慶事等にあわせてＭＪＦ献金 

をお願いしていますが、貴クラブのＬＣＩＦ・ＭＪＦの本年度の目標についてお聞かせ 

下さい。 

ＬＣＩＦ ： ＄２０×２９名＝＄５８０ 

ＭＪＦ  ： ２名を予定しています。 

世界ライオンズデーに合わせて、１クラブ＄１００の献金については検討中 

 

 

９．貴クラブの本年度世界ライオンズ奉仕デー１０月８日の事業や奉仕活動についてお聞か 

せ下さい。 

6R‐1Z ６ライオンズ合同で宇部新川駅からＲ１９０号を松山通りまで早朝清掃を行う。 

 

 

 

１０．貴クラブのホームページ、ＳＮＳ等で情報発信の状況と今後の対応についてお聞かせ 

下さい。 

クラブ概要・年間活動など 

情報ＰＲが映した写真をいち早くＨＰに掲載している。 

 

１１．貴クラブでの懸案の事項があればお聞かせ下さい。 

会員増強 
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２０１５～２０１６年度 

第１回第１回第１回第１回    GMTGMTGMTGMT・・・・GLTGLTGLTGLT････FWTFWTFWTFWT 委員会委員会委員会委員会    

諮 問 事 項 

ク ラ ブ 名   宇部ｻﾙﾋﾞｱﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ  

GMT・GLT・FWT 委員長名         濱本 健嗣       

矢野ガバナー基本方針では、堅固なクラブ運営を目指し６つの基本方針を示されました。 

その中で、会員増強、特にクラブ活性化の為、若年層・女性会員の獲得への努力として、下記

の３項目について具体的な方針を示せれました。 

①各クラブが会員増を目指す 

1 人目の正会員を、各リジョン・ゾーンで目標を５％UP として下さい。地域によってはそ

の維持に苦労されているクラブも多く、1 名の増もなかなか難しいと言われています。まさ

にその通りで、ライオンズの灯を消さない努力は大変なものであると感じます。ぜひ、リジ

ョン・ゾーンで助け合って目標を達成してください。 

②クラブ支部を作ってください。 

会費が負担であるとか、なかなか月２回の例会に出られないなど様々な理由で、奉仕は必要

であると認識しながら退会される、あるいは入会をためらう人がいることも事実です。その

為に your club  your way の冊子もあると考えます。多くの人が奉仕活動に参加していた

だける為に、ハードルが低いクラブ(支部)も必要であると考えます。今まで続いてきた、親

クラブの奉仕に参加していただいても良いのです。 

③家族会員は正会員としてカウントされます。 

FWT コーディネーターの指導のもと、ぜひ奉仕活動に参加して下さい。と強く要望 

されています。上記ガバナー方針に基づき下記についてお聞かせ下さい 

 

１．今年度 1 人目の正会員の純増 5%に向けた目標計画四半期毎（別紙記入） 

と具体的な会員増強策についてお聞かせ下さい｡ 

                                                                              

                                                                                

                                                                                

                                                                                

２．期首の会員数、構成、又家族会員の取り組み状況と今後の対応についてもお聞かせ下さい。 

会員総数    29  人 

女性会員数   0  人  家族会員数    0 人   ３９才以下会員数   0 人  

      家族会員の取り組み状況と今後の対応                                         

         前回話が出た時点では、会としては ノーでした。                 

         今回はこれから会にもちかけてみます。                  

３．会員維持の為のドロップをなくす取り組みがありましたら、お聞かせ下さい｡ 
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2015201520152015～～～～2016201620162016 年度年度年度年度    

ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会 336336336336----DDDD 地区６地区６地区６地区６RRRR----1Z1Z1Z1Z    

第第第第 1111 回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会    諮問事項諮問事項諮問事項諮問事項    

 

                      宇部ハーモニーライオンズクラブ 

                      会 長   加 藤 禮 子     

 

１．矢野地区ガバナーの本年度のスローガンは 

“ 感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ ”でありますが、貴クラブの本年度 

のスローガンと会長方針をお聞かせ下さい。 

 

“みんなの力で”楽しく ウィ・サーブ 

 テールツイスター活動でのドネーションに重点を置き資金獲得に努めます。 

 

 

 

２．クラブの活性化を計る為には、例会の出席率の向上が大事だと考えられていますが、 

貴クラブにおいて例会出席率の向上の具体的な取り組み等があればお聞かせ下さい。 

 

＊ 四季折々の行事を盛り込んで、それにちなんだ食事例会を企画している。 

＊ 例会以外でも顔を合わす機会を作って、日ごろからコミュニケーションを図っている。 

 

 

３．矢野地区ガバナーのスローガン【感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ】をモットーに、

各クラブの地域の皆様が望む奉仕活動の強化を目指して工夫努力し、会員（女性会員、家族会

員他】共に全員参加を目標に参加満足度の高い充実したアクティビティ―を行う事で地域の皆

様とクラブ会員とが“感動”を少しでも共有出来る取組みをしていただきたいが以下Ａ.Ｂ.Ｃ.

のいずれの対応をされるか（〇印をお付け下さい・複数選択も可）また、具体的な決まった奉

仕活動、アクティビティーがあれば詳しくお聞かせ下さい。 

 

Ａ．昨年度(2014～2015 年度)、Ｄ地区単一クラブで作成されました【クラブ強化への青写 

真】を採用。 

Ｂ．まったく新たなる地域の皆様が望む不押し活動。 

Ｃ．現在クラブでの年間奉仕活動の中から選択し、さらなる強化作戦 

 

＊ 宇部新川駅前花壇の植付・手入れ ＊ 献眼・献血活動 ＊ うべくるみ園労力奉仕 

＊ 宇部ハーモニーＬＣ杯サウンドテーブルテニス大会と２月に交流会 

＊ 宗隣寺の早朝清掃  ＊ くすのきカントリーマラソン大会給水ボランティア 

 

４．貴クラブにおける、奉仕活動、アクティビティーにおいて会員家族の参加状況について 

お聞かせ下さい。（具体的な奉仕活動・アクティビティー名とその理由） 

 

＊ 全ての奉仕活動は全員参加で取り組んでいます。 
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５．貴クラブにおいて本年度、献眼・献血活動の取り組みについてお聞かせ下さい。 

 

＊  献血活動 年３回 （９月・２月・６月） 

＊  献眼は７月～２月迄活動 

 

 

６．貴クラブの本年度、青少年健全育成事業、ライオンズクエスト、薬物乱用防止について 

の活動をお聞かせ下さい。 

 

＊ 例会毎に薬物乱用防止運動の募金箱を回しています。 

 

 

 

７．貴クラブにおいて本年度ＹＣＥの取組みについてお聞かせ下さい。 

 

＊ 今期こそ受入れだけでもと思うだけで実行できていません。 

 

 

８．地区でのＬＣＩＦへの寄付金の推進として、会員１名当り２０ドルと１０月８日の世界 

ライオンズデーにあわせて、１クラブ１００ドルの献金と慶事等にあわせてＭＪＦ献金 

をお願いしていますが、貴クラブのＬＣＩＦ・ＭＪＦの本年度の目標についてお聞かせ 

下さい。 

 

＊ ＬＣＩＦ  １人２０ドル×２２人＝４４０ドル  １クラブ １００ドル 

＊ ＭＪＦ   １人１０００ドル×２名＝２０００ドル 

 

 

９．貴クラブの本年度世界ライオンズ奉仕デー１０月８日の事業や奉仕活動についてお聞か 

せ下さい。 

 

＊ 10/8 例年通りメインストリートを６クラブで 6時 30 分から手分けして清掃 

   

 

１０．貴クラブのホームページ、ＳＮＳ等で情報発信の状況と今後の対応についてお聞かせ 

下さい。 

  

  

１１．貴クラブでの懸案の事項があればお聞かせ下さい。 

 

＊ ホームページの開設について 
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２０１５～２０１６年度 

第１回第１回第１回第１回    GMTGMTGMTGMT・・・・GLTGLTGLTGLT・・・・FWTFWTFWTFWT 委員会委員会委員会委員会    

諮 問 事 項 

ク ラ ブ 名   宇部ﾊｰﾓﾆｰﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ  

GMT・GLT・FWT 委員長名      前 村 きみこ      

矢野ガバナー基本方針では、堅固なクラブ運営を目指し６つの基本方針を示されました。 

その中で、会員増強、特にクラブ活性化の為、若年層・女性会員の獲得への努力として、下記

の３項目について具体的な方針を示せれました。 

①各クラブが会員増を目指す 

1 人目の正会員を、各リジョン・ゾーンで目標を５％UP として下さい。地域によってはそ

の維持に苦労されているクラブも多く、1 名の増もなかなか難しいと言われています。まさ

にその通りで、ライオンズの灯を消さない努力は大変なものであると感じます。ぜひ、リジ

ョン・ゾーンで助け合って目標を達成してください。 

②クラブ支部を作ってください。 

会費が負担であるとか、なかなか月２回の例会に出られないなど様々な理由で、奉仕は必要

であると認識しながら退会される、あるいは入会をためらう人がいることも事実です。その

為に your club  your way の冊子もあると考えます。多くの人が奉仕活動に参加していた

だける為に、ハードルが低いクラブ(支部)も必要であると考えます。今まで続いてきた、親

クラブの奉仕に参加していただいても良いのです。 

③家族会員は正会員としてカウントされます。 

FWT コーディネーターの指導のもと、ぜひ奉仕活動に参加して下さい。と強く要望 

されています。上記ガバナー方針に基づき下記についてお聞かせ下さい 

 

１．今年度 1 人目の正会員の純増 5%に向けた目標計画四半期毎（別紙記入） 

と具体的な会員増強策についてお聞かせ下さい｡ 

                                                                              

         正会員 目標 ２名                                                     

           会員一人一人が意識を持って取り組めたらと思います。            

             会員一人一人が家族１名増を目標に！                                 

２．期首の会員数、構成、又家族会員の取り組み状況と今後の対応についてもお聞かせ下さい。 

会員総数   ２２ 人 

女性会員数 ２２ 人  家族会員数   ０  人   ３９才以下会員数  １  人  

      家族会員の取り組み状況と今後の対応                                        

          クラブ会員最低１名の家族会員の入会を目標とする事に取り組んでいます。  

                                                                                

３．会員維持の為のドロップをなくす取り組みがありましたら、お聞かせ下さい｡ 

                                                                                

        例会への出席を通じて 100％出席したいと思って頂ける様な例会運営を考えて 

         おります。ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ事業への参加を通して、地域社会や会員との交流を深めて 

        ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞに入会できた喜びと満足感を得て頂けたらと思います。         
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2015201520152015～～～～2016201620162016 年度年度年度年度    

ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会ライオンズクラブ国際協会 336336336336----DDDD 地区６地区６地区６地区６RRRR----1Z1Z1Z1Z    

第第第第 1111 回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会回ガバナー諮問委員会    諮問事項諮問事項諮問事項諮問事項    

 

                       宇部新川ライオンズクラブ 

                       会 長 藤本 薫       

 

１．矢野地区ガバナーの本年度のスローガンは 

“ 感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ ”でありますが、貴クラブの本年度 

のスローガンと会長方針をお聞かせ下さい。 

会長スローガン 『伝統の労力奉仕「楽しく・喜んで」ウィ・サーブ』 

会長方針 １）会員増強 ２名以上 

２）労力奉仕に「楽しく・喜んで」参加しましょう。 

３）談笑・放談のなかから新しいアイデアが生まれてくる雰囲気を愛しましょう。 

４）５０周年の準備と、次の５０年を模索しましょう。 

 

２．クラブの活性化を計る為には、例会の出席率の向上が大事だと考えられていますが、 

貴クラブにおいて例会出席率の向上の具体的な取り組み等があればお聞かせ下さい。 

計画委員会により、毎回催しを開催していただき、楽しい例会にしている。 

 

 

３．矢野地区ガバナーのスローガン【感動を！地域と共に Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ】をモットーに、

各クラブの地域の皆様が望む奉仕活動の強化を目指して工夫努力し、会員（女性会員、家族会

員他】共に全員参加を目標に参加満足度の高い充実したアクティビティ―を行う事で地域の皆

様とクラブ会員とが“感動”を少しでも共有出来る取組みをしていただきたいが、以下Ａ.Ｂ.

Ｃ.のいずれの対応をされるか（〇印をお付け下さい・複数選択も可）また、具体的な決まっ

た奉仕活動、アクティビティーがあれば詳しくお聞かせ下さい。 

 

Ａ．昨年度(2014～2015 年度)、Ｄ地区単一クラブで作成されました【クラブ強化への青写 

真】を採用。 

Ｂ．まったく新たなる地域の皆様が望む奉仕活動。 

Ｃ．現在クラブでの年間奉仕活動の中から選択し、さらなる強化作戦 

 

第５回となる東日本大震災支援事業夏休み子供合宿を、8/1～8/9 の間、萩市見島及び 

宇部市で開催、本年は、南相馬市と相馬市から８名の小中学生を招いた。 

本年は、会員宅に２日間ホームステイし、会員家族との交流を図った。 

また、この事業資金調達のため、カラオケ大会を初めて実施し８０余名の参加があった。 

４．貴クラブにおける、奉仕活動、アクティビティーにおいて会員家族の参加状況について 

お聞かせ下さい。（具体的な奉仕活動・アクティビティー名とその理由） 

東日本大震災支援事業夏休み子供合宿では、萩市見島「島おこし会」の皆様に、合宿中の

食事の準備など全面協力を頂き、子供たちとの個人的つながりも築かれた。 

宇部市民駅伝での、ぜんざい餅つきの接待、凧揚げ大会での昼食カレーライスの接待 

ＹＣＥ生お国料理教室などでは、会員の家族や友人、ご町内の方々に参加いただき 

お手伝いや、交流を図っていただいた。 
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５．貴クラブにおいて本年度、献眼・献血活動の取り組みについてお聞かせ下さい。 

献眼活動は、年２回程度、宇部市新天町商店街にて、 

献血活動は、年２回、宇部記念病院と共催で実施の予定。 

 

 

 

６．貴クラブの本年度、青少年健全育成事業、ライオンズクエスト、薬物乱用防止について 

の活動をお聞かせ下さい。 

第５回東日本大震災支援事業夏休み子供合宿 

宇部市民駅伝での、ぜんざい餅つきの接待 

おにようず親子凧揚げ大会 

学校での薬物乱用防止出前授業 

 

７．貴クラブにおいて本年度ＹＣＥの取組みについてお聞かせ下さい。 

会員宅にて夏期ＹＣＥ生の受け入れを実施した。 

冬期ＹＣＥ生受入れについては、共同受入れ先があれば、可能性を検討。 

宇部市内留学生との交流事業 

 

８．地区でのＬＣＩＦへの寄付金の推進として、会員１名当り２０ドルと１０月８日の世界 

ライオンズデーにあわせて、１クラブ１００ドルの献金と慶事等にあわせてＭＪＦ献金 

をお願いしていますが、貴クラブのＬＣＩＦ・ＭＪＦの本年度の目標についてお聞かせ 

下さい。 

ＬＣＩＦへの寄付金として、会員１名当たり２０ドルを拠出 

 

 

 

 

９．貴クラブの本年度世界ライオンズ奉仕デー１０月８日の事業や奉仕活動についてお聞か 

せ下さい。 

３３６Ｄ地区６Ｒ１Ｚの６クラブ合同で、宇部市のメイン通り１９０号の、 

早朝清掃活動を実施予定。 

 

 

１０．貴クラブのホームページ、ＳＮＳ等で情報発信の状況と今後の対応についてお聞かせ 

下さい。 

フェイスブックにホームページを置き、日々の活動を、フェイスブックにて発信 

している。 

１１．貴クラブでの懸案の事項があればお聞かせ下さい。 

会員増強を図ること。 

会員減少により、会費が高額となってきたこと。 

事業費の外部調達を模索したいこと。 
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２０１５～２０１６年度 

第１回第１回第１回第１回    GMTGMTGMTGMT・・・・GLTGLTGLTGLT・・・・FWTFWTFWTFWT 委員会委員会委員会委員会    

諮 問 事 項 

クラブ名 宇部新川ライオンズクラブ                       

GMT・GLT・FWT 委員長名   松重信雄                      

矢野ガバナー基本方針では、堅固なクラブ運営を目指し６つの基本方針を示されました。 

その中で、会員増強、特にクラブ活性化の為、若年層・女性会員の獲得への努力として、下記

の３項目について具体的な方針を示せれました。 

①各クラブが会員増を目指す 

1 人目の正会員を、各リジョン・ゾーンで目標を５％UP として下さい。地域によってはそ

の維持に苦労されているクラブも多く、1 名の増もなかなか難しいと言われています。まさ

にその通りで、ライオンズの灯を消さない努力は大変なものであると感じます。ぜひ、リジ

ョン・ゾーンで助け合って目標を達成してください。 

②クラブ支部を作ってください。 

会費が負担であるとか、なかなか月２回の例会に出られないなど様々な理由で、奉仕は必要

であると認識しながら退会される、あるいは入会をためらう人がいることも事実です。その

為に your club  your way の冊子もあると考えます。多くの人が奉仕活動に参加していた

だける為に、ハードルが低いクラブ(支部)も必要であると考えます。今まで続いてきた、親

クラブの奉仕に参加していただいても良いのです。 

③家族会員は正会員としてカウントされます。 

FWT コーディネーターの指導のもと、ぜひ奉仕活動に参加して下さい。と強く要望 

されています。上記ガバナー方針に基づき下記についてお聞かせ下さい 

 

１．今年度 1 人目の正会員の純増 5%に向けた目標計画四半期毎（別紙記入） 

と具体的な会員増強策についてお聞かせ下さい｡ 

     7 月の委員会で正会員 賛助会員 家族会員の会員義務・費用等を含めた一覧表の                                                                        

      作成と 9 月に会長・第一副会長に委員会に出席を依頼、会長の強いリーダーシップの基、             

      クラブ全体での会員増強の指針を決定する事を確認、それに沿って活動する。                                                                      

                                                                                

２．期首の会員数、構成、又家族会員の取り組み状況と今後の対応についてもお聞かせ下さい。 

会員総数  ２８     人 

女性会員数   ２   人  家族会員数   ０   人   ３９才以下会員数  ０   人  

      家族会員の取り組み状況と今後の対応                                          

      今までクラブの方針として家族会員の受け入れがありませんでしたので、受け入れが決まれ       

   ば会員に家族会員の意義 目的 費用等の周知徹底を図り、協力を求める。 

３．会員維持の為のドロップをなくす取り組みがありましたら、お聞かせ下さい｡ 

      特にないが、他の会員とのつながりの中で解決してきたように思われる。                                                                         
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２０１５－２０１６

ホームページ　http://336d6r1z.city-ube.jp/

フェイスブックページ　https://www.facebook.com/lc336d6r1z

ライオンズクラブ国際協会３３６D地区６R-１Z




